
１ 活動記録の課題

活動記録を書きやすく工夫（福島県福島市農業委員会）①

２ 課題解決に向けた活動と成果

★「記録簿に書くのが面倒」「どんな活動でも書いて良いのか」といった委員の声や疑問の解消につながり、

記入がされるようになった。

効果

福島市

 委員が記録簿を書く手間を少なくし、事務局も集計しやすくするため、項目に「○」を付けるだけの独自様式を作成。

 提出を求めない「活動の記録メモ」（カレンダー形式）を委員に配布し、すぐに書き留めないと忘れてしまいそうなことを記録してもらえるよう工夫。

【農業委員会の体制】
農業委員24人、農地利用最適化推進委員36人、事務局職員14人

 委員より活動記録が大変という不満、書くべき内容が分からないといった声があった。

 改選にあたり、前任委員が積み上げてきた知識や経験を新任委員に引き継ぐ方法を検討する中

で、活動記録簿に注目した。

活動記録簿の工夫✎
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「ミエ〜ル通信」で⾒える化と情報共有（福島県福島市農業委員会）②
情報共有の工夫✎

▲「ミエ〜ル通信」第4号 （令和3年10月）より

「ミエ～ル通信」

オリジナルキャラクター

●「ミエ〜ル通信」︓市⺠向け（情報発信）

★農業委員会の活動を市民に知ってもらう機会になっている。

★市民からは、農地の集積・集約化を、“スーパーマーケットでの買い物”

に例えた話が好評。

• 市民に農業委員会活動をアピールすることを目的として、市のHP※やSNS（福島市公式LINE、
Facebook、Twitter）を通じて配信。

※福島市HP：

https://www.city.fukushima.fukushima.jp/nougyouiin-syomu/shigoto/noringyo/nogyoinkai/mieruka/mieru.html

効果

★委員会内での情報共有や活動の横展開が進んだ。

★他の委員の活動を知ることで「身近なできることから始めてみよう」と

いう意識の変化が起こり始めている。

• 毎月、活動記録簿を委員から回収。情報共有のために使っている。
• 委員会内での活動内容の情報共有を目的として、委員へ電子メールで配信。
• 活動の参考になるよう、委員が書いた活動記録簿の具体的な活動内容の紹介に力を入れた。

●「ミエ〜ル通信＋（プラス）」︓委員向け（情報共有）

効果
当初は１年間の限定配信を予定し

ていたが、委員からの評判も良く、

委員会の活動をアピール

するために発行を継続！




